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口・マン24inまつだい

第6回
24時間耐久リレーマラソン

（骨髄バンク支援キャンペーンも併催）

　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
自
己
体
力
で
、

二
十
四
時
間
走
り
続
け
、
二
・
一
三

キ
白
の
コ
ー
ス
を
何
周
で
き
る
か
を

競
う
『
2
4
時
間
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
』
が
十
月
五
日
・
六
日
の
両
日
、

町
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
競
技
開
始
直
後
、
少
し
雨
が
降
っ

た
程
度
で
お
天
気
も
味
方
し
た
こ
と

や
、
過
去
最
高
と
な
る
四
十
七
チ
ー

ム
の
参
加
な
ど
大
会
は
大
成
功
。

　
優
勝
は
、
過
去
五
回
連
覇
し
た
柏

崎
市
の
T
E
P
C
O
激
走
会
を
抑

え
、
県
外
か
ら
の
初
参
加
で
周
回
数

百
八
十
六
回
の
新
記
録
を
打
ち
立
て

た
『
東
京
電
力
福
島
』
で
し
た
。

　
参
加
チ
ー
ム
は
、
町
内
の
八
チ
ー

ム
の
ほ
か
、
福
島
県
か
ら
一
チ
ー
ム

▲町内トップの高校生のみなさんです

壽

．
織

繋

▲骨髄バンク支援自転車リレーのみなさん

上
越
地
域
七
市
町
村
で
十
一
、
中
越

も
七
市
町
村
で
十
九
、
下
越
は
五
、

佐
渡
地
域
か
ら
も
三
チ
ー
ム
が
参
加

し
各
地
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
九
月
中
旬
に
急
遽
決
ま
っ

た
「
骨
髄
バ
ン
ク
支
援
」
の
催
し
も

役
員
の
中
に
戸
惑
い
は
あ
っ
た
も
の

の
、
県
内
・
町
内
か
ら
の
多
数
の
参

加
で
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
別
の
詳
し
い
成
績
は
、
別

表
の
と
お
り
で
す
。

▲ついにゴール、喜びの瞬間

　
自
ら
も
白
血
病
と
闘
う
村
上
市
の

井
上
健
一
さ
ん
と
、
以
前
県
立
松
代

病
院
に
勤
務
し
て
い
た
近
幸
吉
医
師

ら
の
『
骨
髄
バ
ン
ク
を
育
て
る
会
』

が
、
骨
髄
バ
ン
ク
ヘ
の
理
解
を
求
め

村
上
市
か
ら
約
二
百
二
十
キ
ロ
の
道

の
り
を
ゼ
ッ
ケ
ン
で
つ
な
ぐ
日
本
海

沿
岸
縦
走
自
転
車
リ
レ
i
、
そ
し
て

当
町
の
総
合
体
育
館
で
開
催
し
た
ラ

イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
が
マ
ス
コ
ミ
等
で

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
「
生
き
る
喜
び
を
感

じ
て
走
ろ
う
！
　
人
と
自
然
の
命
が

輝
く
町
、
松
代
町
で
」
を
共
通
テ
ー

マ
に
十
月
四
日
早
朝
、
育
て
る
会
の

メ
ン
バ
ー
が
村
上
市
を
ス
タ
ー
ト
。

翌
五
日
ま
で
二
十
九
名
が
リ
レ
ー
し
、

午
前
十
一
時
半
こ
ろ
ロ
・
マ
ン
2
4
の

開
会
式
が
行
わ
れ
て
い
る
町
民
グ
ラ

ン
ド
ヘ
、
ア
ン
カ
ー
の
井
上
さ
ん
が

自
転
車
で
ゴ
ー
ル
し
喝
釆
を
浴
び
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
大
会
会
長
の
関
谷
町
長

に
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
受
入
・
の
お
礼
と
・

骨
髄
バ
ン
ク
支
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

手
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
井
上
さ

ん
が
「
ロ
・
マ
ン
2
4
に
命
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離
井

　
　
　
　
　
　
　
　
藻
謹
諦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
蝿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
欝
噸
．
”

　
　
　
　
　
鱗
騒

リ
レ
ー
の
希
望
を
託
す
」
と
い
う
意

味
合
い
か
ら
、
正
午
の
時
報
を
合
図

に
ス
タ
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
を
振
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
は
、
住
民
課
の
協
力
の

も
と
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
八

名
を
含
む
県
内
の
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
百
十
一
名
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
よ

り
、
ぶ
な
の
森
写
真
展
や
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
キ
ル
ト
展
、
骨
髄
バ
ン
ク
パ
ネ

ル
展
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
井
上
さ
ん
の
同
級
生
で
、

N
H
K
ド
ラ
マ
『
走
ら
ん
か
！
』
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
い
た
デ
ュ

ア
ル
ド
リ
ー
ム
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
が
本
格
的

な
コ
ン
サ
ー
ト
を
堪
能
し
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
腰
の
曲
が
っ
た

お
年
寄
り
ま
で
も
が
総
立
ち
と
な
り

拍
手
の
鳴
り
響
く
中
、
コ
ン
サ
ー
ト

は
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
会
場
の
外
で
は
『
走
ら
ん
か
！
』

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
聞
き
な
が
ら
、

松
代
特
有
の
深
い
霧
に
包
ま
れ
た
大

会
コ
ー
ス
を
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
が

2



第6回　0・マン24inまつだい　チーム別成績表

一順位 チ　　ー　　ム　名 所在地 周回数 走破km

1 東京電力福島 福島県 186 397．78

2 東芝柏崎 柏崎市 173 370．09

3 TE　PCO激走会 柏崎市 167 357．81

4 ドルフィンズ 塩沢町 156 334．38

5 宇都宮駅伝部 十日町市 151 323．23

6 松之山美男女林 松之山町 151 323．03

7 風になりたい 松代町 150 320．10

8 ヒメリバーランナーズ 糸魚川市 148 315．44

9 過激クラブ柏崎・刈羽 柏崎市 145 310．75

10 酒RUN24 妙高村 145 309．75

11 富士通機電 燕　　市 144 308．72

12 ラ：ングスピリッツ妙高 妙高村 144 308．52

13 高橋組ランナーズ 松之山町 144 307．62

14 三尺玉爆走会 長岡市 143 305．69

15 上越総合庁舎走友会 上越市 142 303．66

16 O　h　lフアイト奴奈川 松代町 142 302．66

17 どん亀ひたち 刈羽村 140 300．10

18 関電工走狼会 柏崎市 140 300．00

19 上越市安江走ろう会 上越市 139 298．17

20 なにわ亭 柏崎市 139 297．57

21 三条トレー配ニングクラブ 長岡市 138 296．04

22 小千谷土木事務所 小千谷市 138 295．94

．23 TE　PCO激走会Part2 柏崎市 138 295．74

24 県職中魚沼走友会 十日町市 138 295．14

25 頸城走遊会 頸城村 138 294．94

26 気合・根性・体力 松代町 138 294．54

27 新潟土木”ガッツだぜ” 新潟市 136 291．68

28 NTT上越「前へすすむ会」 上越市 135 288．75

29 ルーラル・ランナーズ 新潟市 134 287．52

30 小千谷土木事務所小出分所 小千谷市 133 285．39

31 三和陸上協会 三和村 璽33 284．29

32 佐渡暴飲暴走連合 相川町 133 283．89

33 県庁ランナーズA 新潟市 132 282．76

34 松代分所ブーメランズ 松代町 132 281．46

34 TE　PCO激走会Part3 柏崎市 132 281．46

36 相川ランナーズ再び 相川町 131 281．13

37 ゴリーズ 柏崎市 130 278．40

38 チーム’94 浦川原村 127 272．51

39 相川ランナーズ 相川町 126 270．48

40 LivelyTAISEI走ろう会 新潟市 126 270．28

41 おっぺけべけべけ～ずバート　2 柏崎市 326 268．88

42 おっぺけぺけぺけ～ず 柏崎市 124 265．92

43 各駅停車 松代町 120 255．70

44 ヘー一ンズ 松代町 116 249．18

45 JAズッコケランナーズ 松代町 116 248．98

46 ひとつ屋根の下物ツウーマ野酒 巻　　町 106 225．78

47 松代町商工会青年部

　　　　　　　駕帽脚91脚　｝圃

松代町
一㎝

104
一

223．62

過去最高の

　　参加数

覇者交代

▲5年連続優勝のT　E　P　C　O激走会を

抑え、新記録樹立の東京電力福島

平均時速は、16km／hを超えました

た
だ
黙
々
と
走
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

深
夜
か
ら
明
け
方
ま
で
こ
の
秋
一
番

の
冷
え
込
み
で
し
た
が
、
体
育
館
下

の
各
選
手
村
で
は
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た

つ
な
ど
で
選
手
の
フ
ォ
ロ
ー
に
余
念

が
な
い
よ
う
で
し
た
。

　
夜
も
明
け
、
朝
日
と
と
も
に
次
第

に
気
温
も
上
が
り
始
め
る
と
、
最
後

の
気
力
を
振
り
絞
っ
た
選
手
の
ぺ
ー

ス
は
う
な
ぎ
の
ぼ
り
。
そ
し
て
、
正

午
の
時
報
を
合
図
に
、
2
4
時
間
耐
久

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
は
、
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
地
点
で
待
ち
受
け
る
井
上

さ
ん
や
大
会
関
係
者
の
見
守
る
中
、

二
十
四
時
間
走
り
続
け
た
選
手
は
充

実
感
と
さ
わ
や
か
さ
が
満
面
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
生
き
る
喜
び
を
感

じ
さ
せ
る
感
動
的
な
シ
ー
ン
で
し
た
。

3



いのちの

　　　ボランティア

いま、ドナーを待ちながら

病気と闘っている人がいます

　
日
本
で
の
公
的
骨
髄
バ
ン
ク
事
業

が
開
始
さ
れ
て
五
年
。
現
在
、
約
七

万
四
千
人
も
の
人
が
骨
髄
提
供
者
（
ド

ナ
ー
）
と
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
骨
髄
移
植

が
ま
だ
多
く
の
人
に
よ
く
理
解
さ
れ

て
い
な
い
の
も
事
実
で
す
。
皆
さ
ん

は
骨
髄
移
植
に
つ
い
て
ど
の
く
ら
い

ご
存
じ
で
す
か
。

　
こ
の
四
年
あ
ま
り
の
間
に
、
骨
髄

バ
ン
ク
ヘ
の
ド
ナ
ー
登
録
は
七
万
人

を
越
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
数

は
最
近
横
ば
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
骨
髄
提
供
と
い
う
の
は
、
骨
を

切
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
…
？
」
と
か
、

　
せ
き
つ
い

「
脊
椎
に
針
を
刺
す
の
…
？
」
な
ど

骨
髄
移
植
に
つ
い
て
言
葉
は
知
っ
て

い
て
も
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ま
で

は
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
そ
の
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

》
骨
髄
バ
ン
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
（
提
供
・
骨
髄
移
植
推
進
財
団
）

囹
骨
髄
は
血
液
の

製
　
造
　
工
　
場

　
皆
さ
ん
は
、
骨
髄
が
ど
ん
な
も
の

か
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
骨
「
I
－
I
I
ー
ー
ー
！
ー
冒

そ
の
も
の
で
皿

は
な
く
、
要
一

　
　
　
，
月
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

　
　
　
　
　
　
幹

こ
の
骨
髄
液
｝
髄

　
　
　
　
　
日
骨

の
中
に
あ
る
・

　
　
　
　
　
　

骨
髄
幹
細
胞
「
置
ー
ー
ー
1
：
置
ー

か
ら
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板
な

ど
の
血
液
成
分
が
作
ら
れ
ま
す
。
い

わ
ば
、
骨
髄
は
体
内
の
血
液
製
造
工

場
と
も
い
う
べ
き
も
の
な
の
で
す
。

囹
正
常
な
血
液
を

作
れ
な
い
血
液
難
病

　
血
液
成
分
は
ど
れ
も
、
生
命
を
維

持
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
体
内
に
酸
素
を
運
ぶ
赤
血
球
、

病
原
体
か
ら
身
体
を
守
る
白
血
球
、

出
血
を
止
め
る
血
小
板
な
ど
。

　
と
こ
ろ
が
、
白
血
病
な
ど
の
血
液

難
病
で
は
、
骨
髄
幹
細
胞
が
正
常
な

血
液
を
作
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
出
血
を
止
め
た
り
、
自
分
の
身

体
を
原
病
体
か
ら
守
っ
た
り
す
る
力

が
な
く
な
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
に
生

命
の
危
機
を
意
味
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
白
血
病
な
ど
の
治
療

法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
健
康
な
人
か

ら
骨
髄
幹
細
胞
を
患
者
に
移
植
し
、

正
常
な
造
血
機
能
を
回
復
さ
せ
る
の

が
骨
髄
移
植
で
す
。
実
際
に
は
、
大

量
の
抗
ガ
ン
剤
と
放
射
線
照
射
で
、

患
者
の
病
的
な
骨
髄
幹
細
胞
を
死
滅

さ
せ
た
と
こ
ろ
へ
健
康
な
ド
ナ
ー
の

骨
髄
液
を
、
腕
か
ら
輸
血
と
同
じ
よ

う
に
点
滴
静
注
し
ま
す
。

團
骨
髄
バ
ン
ク
の
必
要
性

　
骨
髄
移
植
で
は
、
患
者
と
ド
ナ
ー

の
白
血
球
の
型
（
H
L
A
型
）
が
一

致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
H
L
A
型
は
二
本
の
染
色
体
で

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
両
親
か
ら
片

方
ず
つ
遺
伝
す
る
の
で
、
兄
弟
姉
妹

間
で
型
が
一
致
す
る
確
率
は
四
分
の

一
。
し
か
し
、
H
L
A
型
は
何
万
種

類
も
あ
る
た
め
、
血
縁
者
以
外
で
は

数
百
～
数
万
分
の
一
の
確
率
で
す
。

　
H
L
A
型
が
一
致
す
る
ド
ナ
ー
が

血
縁
者
に
い
な
け
れ
ば
、
非
血
縁
者

の
中
か
ら
ド
ナ
ー
を
見
つ
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は

個
人
の
力
で
は
と
て
も
無
理
で
す
。

　
そ
ん
な
患
者
さ
ん
に
骨
髄
移
植
の

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
骨
髄
バ
ン
ク
は
あ
る
の
で
す
。

こ
こ
に
は
、
骨
髄
提
供
の
意
志
の
あ

■
一
億
人
の
環
境
家
計
簿

　
　
　
　
山
田
国
広
著
　
藤
原
書
店

■
最
初
の
人
間

　
ア
ベ
ニ
ー
ル
・
カ
ミ
ユ
著
　
新
潮
社

■
友
が
み
な
我
よ
り
え
ら
く
見
え
る

　
　
日
は
　
上
原
　
隆
著
　
学
陽
社

■
夏
少
女
・
き
け
、
わ
だ
つ
み
の
声

　
　
　
　
　
早
坂
　
暁
著
　
春
秋
社

■
い
じ
め
ら
れ
っ
子
も
親
の
せ
い
？

　
　
田
中
喜
美
子
著
　
主
婦
の
友
社

■
高
齢
者
医
療
と
福
祉

　
　
　
　
岡
本
祐
三
著
　
岩
波
新
書

■
夫
の
タ
メ
イ
キ
・
妻
の
ト
イ
キ
・

　
　
　
　
　
　
　
当
世
夫
婦
口
論
2

週
間
ポ
ス
ト
編
集
部
編
　
小
学
館

■
蛇
を
踏
む

　
　
　
　
川
上
弘
美
著
　
文
芸
春
秋

■
亡
命
ロ
シ
ア
料
理

　
ピ
ュ
ー
ト
ル
・
ワ
イ
リ
他
未
知
谷

■
フ
ィ
ル
ド
ワ
ー
ク
最
前
戦
1

　
　
　
　
　
　
見
る
・
聞
く
・
歩
く

　
　
　
　
　
山
田
　
勇
編
　
弘
文
堂

■
一
日
一
信
戦
地
か
ら
妻
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
千
六
百
通
の
手
紙

　
　
　
　
　
青
木
　
　
一
著
　
大
空
社

■
週
末
は
、
楽
し
い
　
W
リ
ブ
ジ
ン

　
ス
キ
i
著
　
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ス

・
ケ
・
ッ
グ
博
士

　
　
丁
・
C
ボ
イ
ル
著
　
新
潮
文
庫

■
若
者
は
な
ぜ
大
人
に
な
れ
な
い
の
か

　
　
G
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
著
　
新
評
論
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る
人
が
型
の
デ
ー
タ
を
登
録
し
て
い

ま
す
。
ド
ナ
ー
の
方
の
協
力
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
に
八
百
人
を
越
え
る

人
が
骨
髄
移
植
を
受
け
ま
し
た
。

　
毎
年
、
骨
髄
移
植
を
希
望
し
、
血

縁
者
に
適
合
す
る
ド
ナ
ー
の
い
な
い

患
者
約
千
人
が
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録

し
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
H
L
A
型
が

適
合
す
る
ド
ナ
ー
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
約
七
割
に
す
ぎ
ず
、

残
り
の
患
者
さ
ん
に
は
ま
だ
ド
ナ
ー

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
H
L
A
型

が
適
合
す
る
ド
ナ
ー
を
探
し
出
す
た

め
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
ド
ナ
i
登

録
者
が
必
要
で
す
。
現
時
点
で
は
、

ド
ナ
ー
登
録
者
が
十
万
人
い
れ
ば
、

骨
髄
移
植
を
希
望
す
る
人
の
九
割
が

ド
ナ
ー
を
探
し
出
せ
る
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

圃
究
極
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
そ
れ
は

　
　
骨
髄
移
植

　
骨
髄
移
植
．
の
ド
ナ
ー
に
な
る
こ
と

は
、
究
極
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
わ

れ
ま
す
。
ド
ナ
ー
に
な
る
人
は
ま
っ

た
く
の
善
意
で
、
自
由
意
志
で
骨
髄

を
提
供
し
ま
す
。
ド
ナ
ー
自
身
、
身

体
的
に
も
日
常
生
活
的
に
も
、
リ
ス

タ
を
負
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。

　
肉
親
の
た
め
な
ら
そ
れ
は
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
見
ず
知

ら
ず
の
人
の
た
め
に
そ
こ
ま
で
で
き

る
か
と
い
わ
れ
た
ら
、
迷
う
人
は
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
「
い
ま
登
録
し

な
け
れ
ば
、
自
分
と
し
か
H
」
A
が

合
っ
て
い
な
い
患
者
を
救
う
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
い
う
善
意
を
は
る
か

に
越
え
た
勇
気
が
必
要
な
の
で
す
。

骨髄バンクの体系図

国・地方自治体

ドナーの検索依頼・選定 患者の受付・登録

日本赤十字社
　骨髄データ
　センター
（一部の保健所）

骨髄移植推進財団 医療機関

蟻難

H
L
A
検
査
登
録

コーディネート活動

　（補償業務）

コーディネート活動

骨髄提供希望者，

普及啓発

白血病・再生

不良性貧血など

国　　　民

　
い
ま
、
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
、

ド
ナ
ー
が
現
れ
る
の
を
待
ち
な
が
ら

病
気
と
闘
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま

す
。
そ
の
人
が
待
っ
て
い
る
の
は
、

『
あ
な
た
』
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
骨
髄
移
植
は
私
た
ち
一
人
一
人
が

考
え
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。

さらに詳しい情報を知りたい方、骨髄バンクのし

おり『チャンス／』が欲しい方は、下記までお問

い合わせください。

　　　　　翰o，『○　　　　””9鞠，「　　　　鞠　　　鞠●　　量叫■，哺●
Or口”即髄6，殉

・9■醐

　　　　　　　　　　　　　　一〇　　　　　　　　　　　　　1＝二ll監＝1：器■■一騨　　　　　　　　　　　　．oo■鴨，ag“■　　　　　　　　　　　　鱒一　　　　　　　　　　　　醐　　　　　　　　　　　”●，■，■髄o臼　　　　　　　　　　　”■　　　　　　　　　　　輔　　　　　　　　　　　臼■．りり　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　鱒”　　　　　　　　　■o■9”　　　　　　　　　go．，鴨■　　　　　　　　・，駒■甲　　　　　　　　髄・　　　　　　　　闘　　　　　　　　”　　　　　　　闘1り　　　　　　　獅　　　　　　　鴨”鴫■　　　　　　9”一髄OI　　　　　　髄恥　　　　　o■”o　　　　　■■，■り一　　　輔●脆　　的1●　　●o　　腕■9殉9　”■，鞠■甲　、■■■1脚
1：謝”

　　　09岡，　　　Oo
”麗

Q　ドナーに登録できる人は？

　・20歳から50歳までの健康な人

　・骨髄提供の内容を十分理解している人

　・骨髄提供について家族の同意を得ている人

　・体重が男性45キロ、女性が40キロ以上の人

Q　登録の手続きの方法は？
　①骨髄バンクのしおり『チャンス／』の巻末

　八ガキで申し込みます。折り返し、登録でき

　る骨髄データセンター（保健所など）を紹介

　する八ガキが送られます。

　②紹介八ガキが届いたら、骨髄データセンタ

　ーに、電話で検査登録の申し込みをします。

　当日は、腕から旧～30ミリリットル採血し、

　HLA型検査を行います（一次検査）。また、

　登録用紙に氏名・住所などを記入します。

　③後日、登録確認の書類が送られます。

Q　ドナー候補者の選ばれ方は？
　H　LA型のデータを全国規模で患者と照合し

ます。この一次検査で適合すると、二次検査の

依頼があります。

　二次検査で患者とのH　LA型が適合した場合

には、三次検査の連絡があります。

Q　ドナー登録後は、提供を断ることはで
　　きますか？

　ドナー候補者に選ばれた後も、段階ことに健

康診断と提供意思の確認があります。その間で

あれば、提供を拒否することは可能です。しか

し、ドナーになることの最終同意書に署名した

後は提供拒否はできません。

Q　骨髄提供に、危険性はありませんか？
　骨髄は、原則として全身麻酔下で、腸骨（腰

の骨）から採取します。麻酔が切れた後、2日

ほど腰に痛みが残りますが、通常は速やかに回

復し、2～3日で退院できます。

　麻酔による事故は、非常に低い確率ではあり

ますが、起こる可能性があります。現在までに

日本での大きな事故はありませんが、万一に備

えて、最高1億円の補償制度があります。

■
白
髪
の
唄

　
　
　
　
古
井
由
吉
著
　
新
潮
社

■
台
所
用
具
の
近
代
史

　
　
　
　
古
島
敏
雄
著
　
有
斐
閣

■
ノ
イ
マ
ン
の
夢
　
近
代
の
欲
望

　
　
佐
藤
俊
樹
著
　
講
談
社
選
書

世
田
谷
福
祉
祭
に

　
　
　
参
加
し
ま
し
た

　
十
月
五
～
六
日
に
か
け
て
世
田
谷

福
祉
祭
（
通
称
雑
居
祭
）
に
、
町
の

中
高
生
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
元
気

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
川
西
町
の
社
会
福
祉
法

人
あ
か
ね
会
「
な
か
ま
の
家
」
通
所

作
業
所
ア
ク
ト
で
作
っ
た
ク
ッ
キ
ー

や
く
ん
た
ん
を
持
っ
て
、
松
代
や
近

隣
町
村
を
P
R
し
て
き
ま
し
た
。

　
来
年
一
月
十
一
～
十
二
日
に
は
、

雪
と
遊
ぶ
講
師
役
と
し
て
、
世
田
谷

新
年
子
ど
も
祭
に
も
参
加
す
る
予
定

で
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
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あ
し
歯
の
な
い
良
い
歯
の
子

松
代

　室莇孟蓬
〃　　　　　　　〃　〃　〃　〃

　野平地平

田
辺
　
楓
香

小
島
　
　
来

秋
田
み
そ
ら

若高高若若柳清
山橋橋月井　水

卓　　　　拓一
巳晃梓翼勇夢臣

淳敏智栄寛治一浩昭伸

　雄範一一　　人夫一，

松
　
代

苧滝犬清池千田菅
　　　　　　　　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃
島沢伏水尻年沢刈

鈴
木
佳
乃
子

柳
　
　
貴
明

横
尾
　
莉
紗

柳
　
　
悠
也

大
谷
地
明
希

菅柳柳秋室柳高柳高品関
井　　山岡　橋　橋田谷

静佑春晋佐大拓勇幸　拓
香果菜也季地也一広梓也

幹藤雅正正政悟典等靖悟亮好賢孝政

雄雄彦行一美　起　　　　一治　広

室儀蒲苧

野明生島

　
〃竹

所

中草小仲畔石
條村堺村上田

祐萌望　毬壮
輝絵夢実那汰

栄聡正和清浩

一子秀人二史

松
　
代

ノノ　　ノノ

蓬
　
平

　
ノノ

室
　
野

峠
ノノ

山
岸
　
萌
子

笛
木
、
翔
太

樋
口
　
真
生

小
堺
ま
ど
か

南佐山小
雲藤本嶋

優　　　
一猛茜凌

横
尾
真
奈
美

真隆一浩 春広政宏

一　重郎 樹栄昭
10／18
　　　
10／23

歯
科
健
診
よ
り

松
代

　室寺池
〃　　　　　 〃　〃　〃

　野田尻

樋
口
真
登
香

武
田
　
千
尋

関
谷
　
　
翼

高
野
　
泰
介

小
堺
彩
佳

井
上
真
奈
美

佐
藤
　
京
平

佐
藤
雄
真

秀正傑良武誠桂彰
司一平行

松
　
代

　
〃

太
　
平

苧
島

室
　
野

犬松

伏代

〃

笛
　
木
　
亮
　
佑

松
　
山
　
　
　
舞

相
澤
　
　
光

在
原
　
紀
香

山
岸
興
平

菅
井
雄
也

小
堺
錬
太
郎

齋
木
拓
磨

政
　
昭

一
　
郎

成真幹正耕忠

一孝雄吾一

　松
関代

公口

将
則

　太
雄

　
　
蔀

翫
欝

あ》

高橋八十八

その4

キ
セ
ル
ガ
イ

　
山
歩
き
を
し
て
い
る
と
、
思
わ
ぬ

発
見
が
あ
る
も
の
で
す
。

　
あ
る
と
き
、
山
菜
を
求
め
て
山
道

を
登
っ
て
い
き
ま
す
と
、
倒
れ
た
大

き
な
木
が
道
を
横
に
ふ
さ
い
で
い
ま

し
た
。

　
そ
の
木
は
古
い
も
の
な
の
で
苔
が

び
っ
し
り
と
生
え
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
苔
の
中
に
異
様
な
も
の
が
付
着

し
て
い
る
の
に
気
づ
き
、

よ
く
よ
く
見
る
と
、
な
ん

と
そ
れ
は
「
巻
き
貝
」
な
の

で
す
。
長
さ
二
・
五
セ
ン

チ
、
直
径
は
、
一
番
太
い
部

分
で
五
ミ
リ
く
ら
い
し
か

な
い
小
さ
い
も
の
で
し
た
。

　
い
く
っ
も
あ
っ
た
の
で

一
つ
だ
け
採
集
し
て
帰
り
、

調
べ
た
ら
キ
セ
ル
ガ
イ
と

い
う
陸
生
の
貝
な
の
で
す
。

　
さ
ら
に
『
新
潟
県
陸
水

動
物
図
鑑
』
　
（
新
潟
日
報
事
業
社
）

を
手
に
入
れ
て
か
ら
よ
く
見
る
と
、

似
た
種
類
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
が

判
り
、
ど
う
も
判
別
は
難
し
い
が
ナ

ミ
ギ
セ
ル
ガ
イ
と
い
う
の
が
一
番
近

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
福
島
の
鎮
守
様
境
内

で
、
大
ケ
ヤ
キ
の
幹
に
付
い
た
苔
に

い
く
つ
も
付
い
て
い
る
の
を
見
つ
け

ま
し
た
。
老
人
会
の
中
で
知
っ
て
い

る
人
は
な
い
か
と
聞
き
ま
し
た
が
、

七
十
年
八
十
年
生
き
た
長
老
さ
ん
た

ち
で
も
初
め
て
見
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　
キ
セ
ル
ガ
イ
は
、
昔
の
錠
豆
煙
管

（
な
た
ま
め
ぎ
せ
る
）
に
よ
く
似
て

い
る
こ
と
か
ら
の
も
の
で
、
左
巻
き

で
八
～
十
層
に
巻
い
て
い
ま
す
。

　
腐
っ
た
木
に
生
え
た
苔
や
、
落
ち

葉
な
ど
を
食
べ
て
い
る
目
立
た
な
い

「
小
さ
な
貝
」
を
発
見
し
て
見
ま
せ

ん
か
。

　
洲

、
騎

　
い

へ
野
、
、

§乞7
￥
、
■

じ

▲スケッチは高橋八十八氏です
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平
成
8
年
度

　
町
で
は
毎
年
、
前
年
度
（
健
康
老

人
は
平
成
七
年
三
月
一
日
か
ら
平
成

八
年
二
月
二
十
九
日
）
の
一
年
間
、

医
療
給
付
を
受
け
な
か
っ
た
国
保
世

帯
と
七
十
歳
以
上
の
健
康
老
人
に
対

し
て
、
健
康
を
祝
し
た
記
念
品
を
お

贈
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

年
度
は
次
の
方
々
や
世
帯
が
該
当
に

な
り
ま
し
た
。

　
健
康
は
宝
で
す
。
お
互
い
に
注
意

し
合
い
な
が
ら
『
健
康
づ
く
り
』
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

菅
井

こ
、
　
ヨ

室
岡
ハ
ナ
．

高
橋
昌
司

鈴
木
　
厚

若
月
祐
一

相
澤
　
進

高
橋
清
雄

柳
　
正
男

山
本
芳
雄

井
上
キ
ヌ
エ

仲
村
勝
利

堀
川
彦
藏

佐
藤
啓
二

遠
藤
昭

中
條
初
太
郎

中
沢
　
悦

松
代
・
松
栄
館

　
松
代
・
高
橋
園

松
代
・
誠
心
軒

　
松
代
・
善
宗
塚
住
宅

　
菅
刈
・
う
え
の
や
ま

　
田
沢
・
ふ
く
ず
み
や

　
千
年
・
ま
さ
の
や

　
犬
伏
・
よ
し
や

　
寺
田
・
あ
づ
ま
や

儀
明
・
さ
ん
ぜ
ん

奈
良
立
・
ひ
こ
し
ろ
う

　
室
野
・
い
ち
ろ
え
ん

　
室
野
・
中
通
団
地

　
竹
所
・
い
し
わ
ら

木
和
田
原
・
じ
ん
ね
ん

松
代
・
き
ん
ぜ
ん

柳

給
轍
を
受
は
な
か
っ
た
世
帯

　
　
正
勝
千
年
・
ま
さ
ひ
ろ
や

関
谷
イ
子

関
谷
ミ
ネ

若
井
ミ
サ

市
川
辰
次
郎

中
村
ツ
ヤ

関
谷
慶
三
郎

高
橋
恒
太
郎

関
谷
甲
子
夫

富
澤
カ
ズ
子

市
川
廣
治

山
賀
宗
一
郎

宮
澤
ト
キ

柳
　
ツ
ギ

関
谷
吉
藏

佐
藤
ナ
カ

佐
藤
猶
栄

秋
山
ミ
ツ
イ

松
代
・
も
へ
い
じ

松
代
・
な
か
の
や

松
代
・
よ
こ
み
ち

松
代
・
た
ち
ば
な
や

松
代
・
中
村
工
務
店

松
代
・
旭
堂
旅
館

松
代
・
や
ま
ぐ
ち
や

松
代
・
大
正
医
院

太
平
・
た
な
か

田
沢
・
ひ
の
や

池
之
畑
・
い
ず
み
や

下
山
・
あ
さ
ひ
や

千
年
・
に
し
お
け
や

千
年
・
ま
ご
き
ち

千
年
・
は
ん
ぜ
ん

千
年
・
と
く
ぜ
ん

清
水
・
ご
ろ
べ
え

中
村
ミ
ナ

若
井
ハ
ル
イ

中
嶋
ク
ニ

柳
達
三
郎

山
本
オ
キ

佐
藤
勇
吉

佐
藤
サ
ト

池
田
初
平

丸
山
ナ
イ

室
岡
　
利

村
山
宇
三
郎

清
水
・
さ
た
ろ
う

蓬
平
・
く
ら
ぼ
ん

海
老
・
上
う
し
く
び

犬
伏
・
か
ん
ね
ん

孟
地
・
ど
う
の
し
た

孟
地
・
き
ゅ
う
ま
つ

孟
地
・
き
ゅ
う
ま
つ

　
　
　
　
　
田
野
倉
・
さ
い
の
か
み

　
　
　
　
　
　
蒲
生
・
げ
ん
じ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
蒲
生
・
室
岡
医
院

　
　
　
　
　
　
室
野
・
み
ど
り
や

五
十
嵐
マ
ス
エ
　
竹
所
・
た
ん
ぼ

牧
田
チ
ヨ
　
峠
・
ど
う
の
し
た

牧
田
幸
雄
　
　
峠
・
す
ぎ
ば
や
し

廟申

ゆ

λ遷俸品麿

紹介しま電

　
平
成
三
年
度
に
管
内
の
造
林
組
合

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
『
ゆ
き
ぐ
に

森
林
組
合
』
も
今
年
で
満
五
歳
。

　
組
合
で
は
、
こ
れ
を
機
会
に
管
内

の
小
中
学
生
か
ら
、
日
ご
ろ
自
然
や

森
林
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
素
直
な

気
持
ち
や
、
自
然
環
境
に
お
け
る
夢
、

将
来
像
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
・
標

語
・
絵
画
な
ど
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
は
、
三
百
四
十
六
点
。

九
月
三
十
日
、
ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合

で
審
査
会
が
行
わ
れ
別
表
の
よ
う
に

入
選
作
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
＊
＊
標
　
語
　
の
　
部
＊
＊

最
優
秀
賞
　
松
里
小
五
　
高
橋
知
章

　
　
守
ろ
う
よ
　
未
来
へ
残
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
林
を

最
優
秀
賞
　
安
塚
中
2
　
南
雲
千
恵

　
　
地
の
恵
み
　
地
の
愛
伝
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
か
な
林

優
秀
賞
　
　
松
代
小
3
　
中
沢
恭
子

　
　
　
森
や
林
　
み
ん
な
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
目
だ
よ

優
秀
賞
　
奴
奈
川
小
2
　
佐
藤
　
愛

　
　
　
あ
そ
ん
だ
よ
　
森
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
び
こ
と

優
秀
賞
　
松
之
山
中
1
　
佐
藤
俊
之

　
　
森
林
を
　
未
来
へ
つ
な
ご
う

　
　
　
　
　
　
み
ん
な
の
た
め
に

優
秀
賞
　
松
之
山
中
3
　
高
橋
沙
織

　
　
森
林
の
　
な
か
で
芽
生
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
ゆ
る
命

入
　
選
　
奴
奈
川
小
5
　
小
堺
　
聡

　
　
森
林
に
　
ゴ
ミ
を
捨
て
る
な

　
　
　
　
　
　
　
も
ち
か
え
ろ
う

入
　
選
　
奴
奈
川
小
6
　
佐
藤
美
春

　
　
い
つ
ま
で
も
　
豊
か
な
緑
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
切
に

入
　
選
　
奴
奈
川
小
6
　
相
沢
繁
徳

　
朝
の
山
　
森
や
林
に
　
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
　
三
名

　
＊
＊
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
＊
＊

最
優
秀
賞
　
安
塚
小
6
　
村
山
敦
士

入優優
　秀秀
選賞賞

中松
保之安
倉山塚
小小小
5　56

入入優優
　　秀秀＊
選選賞賞＊
　　　　詩

小
平
祐
介

石
塚
　
誠

竹
内
達
徳

他
　
四
名

・
作
文
の
部
＊
＊

　
安
塚
中
3
　
和
栗
恵
美

松
之
山
中
2
滝
沢
あ
ゆ
み

　
大
島
中
3
　
高
野
岳
彦

　
松
代
小
6
　
若
井
広
美

　
　
　
　
　
　
他
　
九
名
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町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
結
果

【
小
学
校
一
年
男
子
】
1
㎞

1
位
　
中
沢
成
一
國
　
5
分
5
0
秒
7

2
位
　
五
十
嵐
春
彦
圏
6
分
0
2
秒
5

3
位
　
柳
　
隼
人
圃

【
小
学
校
一
年
女
子
】

1
位
　
柳
真
奈
美
圏

2
位
　
関
谷
絵
梨
圏

3
位
　
山
岸
玲
子
圏

6
分
0
9
秒
3

1
㎞

5
分
4
7
秒
8

6
分
0
3
秒
4

6
分
04
秒
6

垂
灘

▲松代第一区民会館、投票箱は三個

【
小
学
校
二
年
男
子
】
1
㎞

1
位
　
五
十
嵐
太
博
圏
5
分
1
3
秒
1

2
位
　
井
上
智
晴
圏
　
5
分
1
5
秒
2

3
位
　
市
川
健
司
圏
　
5
分
1
8
秒
6

【
小
学
校
二
年
女
子
】
1
㎞

1
位
　
中
村
道
恵
圏
　
5
分
3
4
秒
3

2
位
　
佐
藤
杏
美
圏
　
5
分
3
4
秒
8

3
位
　
鈴
木
　
彩
圏
　
5
分
51
秒
9

【
小
学
校
三
年
男
子
】
・
含
㎞

1
位
　
石
田
道
春
圃
　
6
分
2
7
秒
0

2
位
　
佐
藤
佑
介
圏
　
6
分
32
秒
7

3
位
　
齊
木
明
穂
圃
　
6
分
3
3
秒
7

【
小
学
校
三
年
女
子
】
2
㎞

1
年
　
小
嶋
ち
え
み
圃
5
分
5
6
秒
6

2
位
　
鈴
木
　
静
圏
　
6
分
5
6
秒
9

3
位
　
山
賀
陽
子
圏
　
7
分
0
2
秒
4

【
小
学
校
四
年
男
子
】
2
㎞

1
位
　
小
堺
裕
司
圏
　
5
分
58
秒
9

　
1
0
月
2
0
日
執
行
の

　
　
　
　
　
選
挙
結
果

囹
衆
議
院
議
員
総
選
挙
　
比
例
代
表

自
由
民
主
党
　
一

新
　
進
　
党

民
　
主
　
党

日
本
共
産
党

社
会
民
主
労

新
社
会
党

新
党
さ
き
が
け

　
　
　
無
　
効

　
　
　
投
票
率

一
、
　
〇
一
一
一
西
示

　
四
七
〇
票

　
一
一
五
〇
票

　
二
二
四
票

　
一
九
三
票

　
　
山
ハ
山
ハ
票

　
　
三
〇
票

　
一
九
一
票

八
七
、
八
八
％

2
位
　
柳
　
太
一
圃
　
6
分
0
9
秒
1

3
位
　
石
田
哲
也
圃
　
6
分
1
5
秒
2

【
小
学
校
四
年
女
子
】
2
㎞

1
位
　
佐
藤
ゆ
た
か
國
6
分
2
3
秒
7

2
位
　
石
黒
祐
子
國
　
6
分
5
3
秒
7

3
位
　
柳
　
沙
織
圏
　
6
分
5
8
秒
3

【
小
学
校
五
年
男
子
】
3
㎞

1
位
　
五
十
嵐
真
悟
圏
1
0
分
3
1
秒
0

2
位
　
関
谷
和
樹
圏
　
1
0
分
3
1
秒
2

3
位
　
宮
澤
智
洋
圏
　
1
0
分
4
2
秒
2

囹
衆
議
院
議
員
総
選
挙
　
小
選
挙
区

　
高
鳥
修
二
、
〇
九
三
票

　
筒
井
信
隆
　
　
一
、
〇
七
〇
票

　
阿
部
正
義
　
　
　
二
二
二
票

　
佐
藤
栄
喜
　
　
　
　
一
三
票

　
　
　
　
無
効
一
三
一
票

　
　
　
　
投
票
率
　
八
七
、
九
三
％

囹
新
潟
県
知
事
選
挙

　
平
山
征
夫
　
三
、
〇
一
〇
票

　
吉
田
三
男
　
　
　
三
一
一
票

　
　
　
　
無
効
一
一
六
票

　
　
　
　
投
票
率
　
八
八
、
二
九
％

【
小
学
校
五
年
女
子
】
3
㎞

1
位
　
若
月
ゆ
か
り
圃
1
1
分
㎝
秒
7

2
位
　
関
谷
智
美
圏
　
1
1
分
3
7
秒
2

3
位
　
柳
　
優
子
圃
　
n
分
4
5
秒
5

【
小
学
校
六
年
男
子
】
3
㎞

1
位
　
小
嶋
　
哲
圃
　
1
0
分
0
0
秒
6

2
位
　
柳
　
圭
祐
圃
　
1
0
分
1
8
秒
4

3
位
　
小
野
島
誠
圏
　
1
0
分
2
9
秒
5

【
小
学
校
六
年
女
子
】
3
㎞

1
位
　
瀬
沼
樹
里
圏
　
n
分
2
5
秒
7

2
位
　
佐
藤
美
春
幽
　
1
1
分
4
4
秒
7

3
位
　
柳
　
優
花
圏
　
n
分
4
6
秒
9

【
中
学
生
男
子
】
3
㎞

1
位
　
小
堺
隆
寛
　
　
9
分
0
8
秒
3

2
位
　
茂
野
　
収
　
　
9
分
1
0
秒
8

3
位
　
宮
澤
健
二
　
　
9
分
1
5
秒
0

㊧
圏
ー
松
代
小
学
校
圃
ー
孟
地

小
学
校
　
國
睦
奴
奈
川
小
学
校
で
す

．
秋
季
畷
暴
杯
釜
奪

　
　
　
魏
綴
鐸
莚
“
掬
鰹
辮
辮
汰
込
菰
、

　
去
る
十
月
二
十
日
、
午
後
二
時
よ

り
城
山
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
で
行
う
予

定
で
し
た
が
、
雨
の
た
め
町
体
育
館

の
ピ
ロ
テ
ィ
ー
に
於
て
実
施
し
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

初
級
　
優
勝
　
柳
　
孝
　
　
松
代

中
級
　
優
勝
　
石
口
牧
男
　
松
代

　
　
　
二
位
　
高
橋
　
清
　
松
代

　
　
　
三
位
　
五
十
嵐
文
夫
　
松
代

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
事
務
局
ま
で
智
七
－
二
一
六
二

　　　　　　　　管

　　　　　馨果

手

しみや汚れを

　　早めにチェック

　
お
呼
ば
れ
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
に
は

や
は
り
着
物
で
、
と
い
う
人
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
着
物
を
い

つ
ま
で
も
美
し
く
着
る
た
め
に
は
、

着
終
っ
た
後
の
手
入
れ
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

　
脱
い
だ
ら
す
ぐ
に
着
物
用
の
ハ
ン

ガ
ー
に
掛
け
、
半
日
か
ら
一
日
陰
干

し
に
し
て
湿
気
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

手
入
れ
は
な
る
べ
く
早
く
、
明
る
い

清
潔
な
場
所
で
。
ま
ず
は
、
ビ
ロ
ー

ド
の
布
や
毛
の
柔
ら
か
い
ブ
ラ
シ
で

布
目
に
沿
っ
て
軽
く
た
た
く
よ
う
に

全
体
の
ほ
こ
り
を
落
と
し
ま
す
。

　
そ
の
際
、
し
み
や
汚
れ
も
チ
ェ
ッ

ク
。
襟
や
袖
口
の
汚
れ
は
、
着
物
の

下
に
白
い
タ
オ
ル
を
敷
き
、
ベ
ン
ジ

ン
を
含
ま
せ
た
ガ
ー
ゼ
で
た
た
い
て

落
と
し
ま
す
。
汗
を
か
い
た
部
分
の

汚
れ
は
霧
を
吹
き
か
け
て
白
い
タ
オ

ル
を
あ
て
、
軽
く
た
た
け
ば
落
ち
ま

す
が
、
時
間
が
た
っ
て
変
色
し
て
い

た
ら
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
な
ど
専
門

家
に
任
せ
た
方
が
い
い
で
し
よ
う
。
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郡・地区駅伝で大健闘！
東頸城郡中学校駅伝大会（松代～安塚）

上越地区中学校駅伝大会（板倉町）

10月2日

10月18日

男子Aチームはいずれも準優勝

　
秋
晴
れ
の
十
月
二
日
、
県
立
松
代

病
院
を
出
発
し
安
塚
中
学
校
ま
で
を

九
区
間
で
結
ぶ
『
第
3
3
回
東
頸
城
郡

中
学
校
駅
伝
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、

松
代
中
A
チ
ー
ム
は
準
優
勝
、
B
は

九
位
、
C
は
十
二
位
と
健
闘
し
ま
し

た
。
郡
内
の
参
加
は
十
三
チ
ー
ム
、

優
勝
は
松
之
山
A
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
ま
た
、
大
島
～
安
塚
を
五
区
間
で

競
う
『
第
十
回
郡
中
学
校
女
子
駅
伝

大
会
』
も
行
わ
れ
、
A
チ
ー
ム
は
四

位
、
B
は
十
一
位
。
優
勝
は
安
塚
A

チ
ー
ム
で
し
た
。
な
お
、
こ
の
大
会

で
、
男
子
は
三
人
が
、
女
子
は
一
人

が
区
間
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
板
倉
町
で
十
月
十
八
日

に
聞
催
さ
れ
た
第
四
十
二
回
上
越
地

区
中
学
校
駅
伝
大
会
で
は
、
松
代
A

チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
妙
高
A
チ
ー
ム

に
わ
ず
か
一
秒
差
で
二
位
と
大
健
闘

し
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
数
は
、
男

子
四
十
九
、
女
子
三
十
五
チ
ー
ム
。

松
代
中
B
チ
ー
ム
、
C
チ
ー
ム
、
女

子
A
チ
ー
ム
も
そ
れ
ぞ
れ
応
援
を
背

に
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
し
た
。

　
選
手
は
今
、
十
一
月
十
六
日
、
新

潟
市
で
行
わ
れ
る
県
駅
伝
大
会
に
む

け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲郡駅伝、県立松代病院前でスタート！

　
上
越
保
健
所
で
は
、
生
涯
を
通
じ

た
女
性
の
健
康
支
援
の
た
め
、
十
月

一
日
よ
り
「
女
性
の
た
め
の
健
康
相

談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
対
象
者
》
思
春
期
か
ら
更
年
期
の

　
　
　
　
　
女
性
や
そ
の
家
族
の
方

《
相
談
内
容
》
妊
娠
、
避
妊
、
家
族

　
　
計
画
、
不
妊
、
更
年
期
障
害
な

　
　
ど
女
性
の
心
身
の
健
康
に
関
す

　
　
る
全
般
的
な
相
談
に
応
じ
ま
す

《
相
談
方
法
》
毎
月
一
回
、
上
越
保

　
　
健
所
に
お
い
て
相
談
会
を
開
催

《
お
問
い
合
わ
せ
》
上
越
保
健
所

　
　
　
地
域
保
健
課
　
担
当
五
十
嵐

　
智
〇
二
五
五
－
二
四
－
六
＝
二
三

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
愛
好
会

社
会
体
育
優
良
団
体
と
し
て
表
彰

　
去
る
十
月
四
日
、
千
代
田
区
東
條

会
館
に
お
い
て
松
代
町
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
関
谷
ト
シ

子
会
長
）
が
、
社
会
体
育
優
良
団
体

と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
同
愛
好
会
は
、
昭
和
五
十
七
年
か

ら
十
五
年
間
に
わ
た
り
婦
人
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
に
努
め
、
六
十
年
か
ら
は

町
の
体
育
協
会
に
も
加
入
し
、
最
近

は
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
．

　
年
齢
に
関
係
な
く
初
心
者
で
も
簡

単
に
参
加
で
き
、
音
楽
に
合
わ
せ
な

が
ら
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
で
で

き
る
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
。
今
回
の
受
賞

を
機
に
、
さ
ら
に
な
ご
や
か
な
運
営

と
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

裾
に
つ
い
た
泥
は
ね
は
、
す
ぐ
に
い

じ
ら
ず
、
完
全
に
乾
い
て
か
ら
軽
く

も
む
か
、
柔
ら
か
い
ブ
ラ
シ
で
落
と

し
ま
す
。

　
し
み
に
は
、
一
刻
も
早
い
手
当
て

が
必
要
で
す
が
、
し
み
の
成
分
、
布

地
の
色
や
種
類
に
よ
っ
て
し
み
抜
き

の
方
法
が
異
な
り
ま
す
。
水
を
つ
け

た
だ
け
で
変
色
す
る
布
も
あ
る
の
で

不
安
な
場
合
は
専
門
家
に
相
談
を
。

　
ひ
と
通
り
チ
ェ
ッ
ク
が
済
ん
だ
ら

着
物
の
裏
か
ら
当
て
布
を
し
て
ア
イ

ロ
ン
を
か
け
、
き
ち
ん
と
た
た
み
ま

す
。
保
管
は
一
着
ず
つ
畳
紙
（
た
と

う
が
み
）
か
、
木
綿
の
大
風
呂
敷
に

包
み
、
重
ね
過
ぎ
な
い
よ
う
に
浅
め

の
引
き
出
し
に
し
ま
い
ま
す
。
畳
紙

を
通
し
て
色
が
移
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
濃
い
色
と
淡
い
色
の
着
物
を
重

ね
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
防
虫
剤
は
、
引
き
出
し
の
四
隅
に

置
き
ま
す
。
着
物
に
向
か
な
い
も
の

も
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
ま
に
し
か
袖
を
通
さ
な
い
着
物

だ
か
ら
こ
そ
、
着
終
っ
た
後
の
手
入

れ
を
き
ち
ん
と
し
て
、
末
永
く
大
事

に
し
た
い
も
の
で
す
。

¢

o

！9

9



今
の
年
金
手
帳
の
番
号
が

平
成
九
年
一
月
か
ら

　
　
基
礎
年
金
番
号
に
な
り
ま
す

　
現
在
進
め
て
い
る
基
礎
年
金
番
号

は
、
二
十
歳
に
な
り
国
民
年
金
に
加

入
し
た
時
や
、
就
職
し
て
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
時
な

ど
、
公
的
年
金
に
初
め
て
加
入
し
た

時
の
年
金
番
号
が
退
職
等
で
加
入
制

度
が
変
わ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
使
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

〔
特
別
な
手
続
き
は

　
　
　
　
　
　
必
要
あ
り
ま
せ
ん
〕

基
礎
年
金
番
号
に

よ
っ
て
こ
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ま
す

あなたの

　基礎年金番号は
　　　　　　　こうなります

躍鍵灘灘一纏雛講の
織撫灘．雛霧鍵叢灘．　そのまま基礎年金番号に！

i礫縷嚢毒i繋，鷹璽簿→の年金手帳の記号番号を

螢懸嚢苺鷺羅灘難馨　基礎年金番号に！

　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　号　　　　　　　　　　　　　　　　番　　　　　　　　　　　　　　　金　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　　　　礎　　　　　　　　　　　　基　　　　　　　　　　　こ、　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　た　　　　　　　　　新　　　　　　　→
　　　　　　製　　　　　羅　　　　鱒　　　羅　嚢　騰

灘
※年金手帳の記号番号を複数持っている方には、基礎年金番

号をお知らせする際に、過去の制度ごとの加入記録をつなぐ

ため、お手持ちの年金手帳の記号番号を照会し、回答をいた

だくこととします。ご協力お願いします。

　
基
礎
年
金
番
号
に
よ
っ
て
、
一
人

一
人
が
各
制
度
共
通
の
基
礎
年
金
番

号
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
各
々
の
制

度
ご
と
の
年
金
番
号
で
行
わ
れ
て
い

る
届
出
や
照
会
が
基
礎
年
金
番
号
ひ
．

と
つ
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
制
度
を
通
じ

た
加
入
記
録
が
把
握
で
き
る
こ
と
か

ら
、
年
金
相
談
や
年
金
め
裁
定
が
迅

速
・
確
実
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
届
出
を
忘
れ
た
時

　
退
職
等
に
よ
っ
て
国
民
年
金
に
加

入
す
る
際
、
届
出
を
忘
れ
て
し
ま
っ

た
場
合
な
ど
に
は
、
個
別
に
お
知
ら

せ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
加
入
状
況
等
の
お
知
ら
せ

　
将
来
的
に
は
、
年
金
の
加
入
状
況

や
年
金
の
見
込
み
額
の
お
知
ら
せ
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
年
金
の
記
録
は
、
生
年
月
日
や
住

所
、
加
入
状
況
や
保
険
料
納
付
状
況

な
ど
の
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

わ
る
情
報
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
社
会

保
険
庁
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基

づ
き
年
金
以
外
の
目
的
に
こ
れ
ら
が

利
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
専

用
の
シ
ス
テ
ム
で
厳
重
に
管
理
し
て

い
ま
す
。
個
々
の
記
録
も
、
本
人
に

対
し
て
だ
け
開
示
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　　一　　　　　胴　　　　　一　　　　　〇　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　一　一　一
一聯一

ほくほく線試乗会

　蓮期のお知らせ

　広報5月号では、11月
23日に試乗会とお知らせ

しましたが、運輸局の許

可が下りないため、来年

3月中旬に延期いたしま
す。ご了承願います。

第
4
8
回
人
権
週
間

　
一
九
四
八
年
十
二
月
十
日
、
国
連

総
会
に
お
い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
こ
の
日
が
「
人
権
デ
i

（
＝
仁
ヨ
窪
ヵ
蒔
耳
ω
∪
鎚
）
」
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
日
本
で
は
こ
れ
を
記
念
し

て
毎
年
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て

皆
さ
ん
に
人
権
尊
重
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
人
権
週
間
の
テ
ー
マ
は
、

◎
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
ー
「
いふるさと会館は超満員

　　　鱗㈱鯛麟鰻　　姻琢

▲10月12日

　　山岸道路建設課長を迎えて
じ　講演会とパネルディスカッション
め　　　　　　　　　　　、
L　　　　　10月2日　、』、るさと会館

　
　
　
　
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・

　
見
逃
さ
な
い

◎
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　
人
権
意
識
を
育
て
よ
う

◎
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

◎
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

◎
障
害
者
の
完
全
参
加
と

　
　
　
　
　
平
等
を
実
現
し
よ
う

◎
高
齢
者
の
住
み
や
す
い

　
　
　
　
　
　
　
社
会
を
築
こ
う

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

10

胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
結
果

　
9
月
1
9
日
に
実
施
し
た
胸
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
た
方
で
、
ま
だ

結
果
通
知
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

今
回
の
検
査
の
結
果
「
異
常
な
し
」

と
判
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
年
度
に
胸
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
必

ず
、
医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



「心の教育フオーラム」開催しました

　
十
月
二
十
二
日
、
松
代
中
学
校
で

各
小
学
校
の
五
・
六
年
生
と
教
職
員

及
び
中
学
生
や
そ
の
父
兄
約
百
人
の

参
加
に
よ
り
『
心
の
教
育
フ
ォ
ー
ラ▲奴奈川太鼓の響きをバックに体験発表

ム
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
学
校
代
表
生
徒
に
よ
る
体
験
発

表
で
は
「
み
ん
な
社
会
の
一
員
」
と

題
し
て
松
代
小
六
年
関
谷
祐
太
君
、

「
お
年
寄
り
と
の
交
流
会
」
孟
地
小

六
年
菅
井
貴
行
君
、
　
「
ぼ
く
ら
を
育

て
て
く
れ
た
奴
奈
川
の
神
楽
・
太
鼓
」

を
奴
奈
川
小
五
年
小
堺
聡
君
と
長
谷

川
理
美
さ
ん
、
同
六
年
の
高
橋
正
樹

君
と
若
山
厚
美
さ
ん
の
四
人
で
発
表

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
学
生
で
は

二
年
生
の
関
谷
俊
君
が
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
と
ア
ル
ミ
缶
回
収
」
と
題
し
、

堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
だ
講
演
会
で
は
、

県
青
少
年
健
全
育
成
講
師
の
江
口
武

正
さ
ん
か
ら
「
心
に
残
る
忘
れ
な
い

話
」
と
題
し
て
約
一
時
間
に
わ
た
り

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東頸城スーパーコシヒカリ団地

最優秀賞受賞に輝く／

池尻農業振興会

明る》家庭δ地域ふれあい標語特選入賞者

こ
の
町
を
楽
し
く
し
よ
う

あ
い
さ
つ
で

松
代
小
五
年

　
市
川
好
美
さ
ん

ひ
と
の
子
も
ル
ー
ル
違
反
は

声
か
け
て

奴
奈
川
小
二
年
P

　
佐
藤
厚
子
さ
ん

家
族
の
和
な
ん
で
も
話
す
子

　
今
年
春
先
よ
り
、
東
頸
城
農
業
改

良
普
及
事
業
協
議
会
（
会
長
関
谷
達

治
）
主
催
の
ス
ー
パ
ー
コ
シ
ヒ
カ
リ

団
地
設
定
に
よ
り
池
尻
農
業
振
興
会

（
代
表
室
岡
徳
松
）
が
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
た
団
地
が
郡
内
の
優
秀
団

地
を
抑
え
て
最
優
秀
賞
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
推
進
事
業
は
、
東
頸
城
郡
産

米
の
品
質
は
、
年
次
間
差
・
地
域
格

差
が
大
き
く
市
場
評
価
が
必
ず
し
も

高
く
な
い
た
め
、
高
品
質
コ
シ
ヒ
カ

リ
団
地
を
設
定
し
、
高
品
質
・
良
食

味
米
の
栽
培
法
の
確
立
と
併
せ
て
、

聞
け
る
親

松
代
中
二
年

　
柳
　
大
祐
く
ん

郡
産
米
の
技
術
及
び
意
識
水
準
の
向

上
を
図
り
「
日
本
一
う
ま
い
新
潟
米

推
進
運
動
」
の
高
ま
り
と
波
及
効
果

を
期
待
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
九
日
、
大
島
村
ふ
れ
あ

い
館
に
お
い
て
、
農
業
関
係
者
約
二

百
人
の
前
で
団
地
代
表
者
室
岡
辰
男

さ
ん
が
会
長
よ
り
最
優
秀
賞
の
伝
達

を
受
け
、
そ
の
後
、
一
年
間
の
取
り

組
み
事
例
の
発
表
を
行
い
、
農
業
関

係
者
の
共
感
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
松
代
町
農
業
発
展
の
・

指
導
者
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
十
月
よ
り
各
保
育
園
単
位
で
中
高

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
回
っ

た
子
ど
も
映
画
劇
場
「
キ
ッ
ズ
シ
ア

タ
ー
」
は
各
地
で
好
評
を
博
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
地
域

で
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も

伺
い
ま
す
。
集
ま
る
対
象
や
フ
ィ
ル

ム
に
つ
い
て
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
　
　
　
奮
七
－
二
三
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵐
黙
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

秋
季
町
長
杯
争
奪

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
十
月
十
一
日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド

11



O

せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
世
の
中
は
と
か
く
揉
め
事
が
多
く

そ
こ
に
は
暴
力
に
ま
で
発
展
し
た
り

し
ま
す
が
嫌
で
す
ね
。

　
表
題
の
「
輪
」
は
皆
さ
ん
と
手
を

繋
ぐ
こ
と
、
　
「
環
」
は
さ
ら
に
堅
く

握
る
。
そ
こ
に
は
き
っ
と
「
和
」
と

い
う
仲
の
良
い
グ
ル
ー
プ
が
で
き
あ

が
る
と
思
う
の
で
す
。

　
お
陰
様
で
、
奴
奈
川
地
区
の
旧
峠

小
学
校
出
身
の
皆
さ
ん
で
結
成
し
た

「
新
潟
ふ
る
さ
と
じ
ょ
ん
の
び
会
」

も
創
立
十
三
年
目
と
な
り
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
び

去
る
九
月
二
十
二
日
、
上
野
に
甕
え

た
つ
新
潟
県
人
会
館
に
お
い
て
、
八

十
余
名
の
出
席
者
を
お
迎
え
し
た
祝

賀
懇
親
会
を
開
き
ま
し
た
。
折
し
も

大
安
と
い
う
の
に
台
風
十
七
号
が
荒

れ
狂
い
、
風
雨
で
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ

て
の
参
加
に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

と
な
り

牧田信治
（峠・石原）

豊島区在住

　
日
本
方
言
辞
典
（
日
本
書
院
発
行
）

に
よ
り
ま
す
と
『
じ
ょ
ん
の
び
』
と

は
「
気
楽
」
と
載
っ
て
い
ま
す
。
田

舎
に
い
た
昔
、
お
年
寄
り
が
こ
の
言

葉
を
多
く
使
っ
て
い
た
も
の
で
し
た
。

・
お
風
呂
の
湯
加
減
を
聞
い
た
時

・
肩
を
揉
ん
だ
時

・
嫁
さ
ん
と
の
仲
を
話
し
て
い
る
時

等
々
、
じ
ょ
ん
の
び
と
い
う
新
潟
県

の
方
言
を
感
謝
の
意
を
含
め
て
自
然

発
生
的
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
気

が
い
た
し
ま
す
し
、
い
ま
で
も
話
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
「
じ
ょ
ん
の
び
会
」
も
初
め

の
一
～
二
年
は
名
前
の
な
い
集
ま
り

で
し
た
が
、
熱
海
の
ニ
ュ
ー
マ
キ
タ

に
集
ま
っ
た
時
、
会
名
を
つ
け
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
出
席
者
の
総

意
に
よ
り
規
定
、
規
約
に
と
ら
わ
れ

ず
気
楽
に
お
つ
き
合
い
を
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
「
新
潟
ふ
る
さ
と
じ
ょ

ん
の
び
会
」
と
名
づ
け
、
親
睦
の
会

合
を
続
け
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

と
も
な
る

　
東
京
松
代
会
や
東
京
奴
奈
川
会
、

ま
た
、
そ
の
他
の
会
に
親
睦
と
い
う

こ
と
を
う
た
っ
て
お
り
ま
す
が
「
和
」

も
「
じ
ょ
ん
の
び
」
も
気
持
ち
の
置

き
所
は
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
に
は
連
帯
の
和
が
開
け
て
く
る

よ
う
に
思
う
の
で
す
。

　
若
い
時
、
仕
事
の
関
係
か
ら
高
圧

電
線
に
囲
ま
れ
、
生
と
死
が
紙
一
重

の
境
地
に
さ
ら
さ
れ
た
時
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
敵
の
弾
雨
下
の
中
に

あ
っ
て
身
を
伏
し
た
時
や
、
唐
松
の

新
芽
な
ど
食
べ
れ
る
も
の
は
何
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の

食
べ
、
泥
水
を
す
す
っ
て
飢
え
を
凌

い
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

　
　
ま
ぶ
た

必
ず
瞼
に
描
く
の
は
ふ
る
さ
と
の
山

川
で
あ
り
、
父
母
の
愛
で
あ
り
、
友

愛
の
和
で
あ
り
助
け
合
い
で
あ
り
ま

し
た
。
不
思
議
に
命
永
ら
え
た
身
で

あ
れ
ば
こ
そ
余
命
の
短
い
こ
と
も
あ

っ
て
特
に
人
様
を
尊
敬
し
和
を
大
切

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
重
ね
て
云
う
な
れ
ば
「
輪
せ
ば
環

　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
つ

　
　
　
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
　
　
　
オ

と
な
り
和
と
も
な
る
。
話
話
は
、
じ

　
　
　
　
も
の
か
た
り

ょ
ん
の
び
話
」
で
こ
の
こ
と
を
会
の

基
本
方
針
と
し
、
じ
ょ
ん
の
び
に
皆

さ
ん
と
お
つ
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

艶

　　各地区の申し込み先

　　　　　松代地区

鈴木佐一郎　　盈03－3924－6614

笠原　　清　　盈03－3692－3564

　　　　　峰方地区

秋山　正三　　盈03－3893－7979

若井　謙一　　岱03－3718－1021

　　　　　伊沢地区

山岸　弘政　　盈045－934－9584

佐藤　正則　　暦03－3382－0211

　　　　　山平地区

高橋　長松　　奮0489－22－2975

武田　晃平　　暦048－772－1081

　　　　　奴奈川地区

小堺　満三　　奮042－572－4708

小堺　朝毅　　盈042－362－5940

東京松代会

　新年総会
　平成9年1月19日（日）

　　午前11時30分より

東急文化会館　7F
　　ゴールデンホール
　　　　（J　R渋谷駅前）

　1ひ
膠

　3

　
東
京
松
代
会
幹
事
長
の
関
谷
孝
氏

（
㈱
千
年
代
表
取
締
役
会
長
、
日
本
シ

ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
工
業
会
理
事
長
）

は
、
十
一
月
十
七
日
㈲
放
映
す
る
、

N
H
K
テ
レ
ビ
「
ク
イ
ズ
日
本
人
の

質
問
」
午
後
七
時
二
十
分
～
八
時
に

出
演
し
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

、
、
亀
鴨
馳
、
馳
鴨
軸
、
ー
、
ー
、
ー
、
1
、
亀
、
鴨
、
1
噺
ー
、
ー
陶
ー
、
馳
騒
o
、
！
ー
、
亀
、
亀
、
！
馳
し
！
！
葛
、
亀
、
1
簡
、
！
ー
㌧
o
、
陰
、
馳
隔
o
、
ー
i
㌧
亀
、
！
騒
噺
亀
、
！
ー
、
亀
し
ー
、
亀
、
』
、
ー
、
！
亀
、
！
ー
、
ー
噺
鴨
舳
1
、
ー
i
2

　　　　　　　　　　　　　　‘一　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　8’　　　　　　　　　　　　の9　　　　　　　　　　　8’　　　　　　　　　　　一ρ　　　　　　　　　　一〃　　　　　　　　　　一8　　　　　　　　　一’　　　　　　　　　齢∂　　　　　　　　一’　　　　　　　　89　　　　　　　曜’　　　　　　　8∂　　　　　　一∂　　　　　　8ρ　　　　　一4　　　　　一’　　　　一」　　　　僧5　　　一’　　　一　’　　5ρ　　89　一ρ　一8
一’一9

｛・響爵東京

だより

10／1　若井幸氏（峰方）が新潟

　　　県人会総務委員に就任

10／6　ハトバス旅行実施。関谷

　　　町長他役場より5名参加

　　　バス3台惨118名、盛大

10／8　役員会　於県人会館

　　平成9年度事業計画の決定

11／2　新年総会実行委員会

　　　　　　　　於池袋太田屋

11／12　企画会議　於県人会館

11／16　「東京牧村会」創立大会

　　　　　　　　於上野精養軒

　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　一　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　8　　　　　　　　4　　　　　　　　岬　　　　　　　　’　　　　　　　　一　　　　　　　’　　　　　　　一　　　　　　　ρ　　　　　　　一　　　　　　　ダ　　　　　　岬　　　　　　」　　　　　　一　　　　　　3　　　　　一　　　　　’　　　　　β　　　　　ρ　　　　一　　　　’　　　　一　　　　ρ　　　一　　　8　　　醒　　　’　　一　　夕　　一　　4　8　’　一　ρ一一ρ

r
ミ
ミ
i
i
i
i
ミ
i
5
陶
！
！
！
！
！
ミ
ミ
！
！
！
馳
、
！
！
！
！
ミ
！
』
i
i
i
隔
！
！
9
9
ミ
！
！
！
亀
i
、
l
i
i
i
ミ
ミ
、
！
1
亀
i
i
し
！
亀
i
i
i
』
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露封
　
　
短
　
　
　
歌

秋
風
は
俄
か
に
涼
し
い
そ
い
そ
と

な
め
　
こ

滑
子
伏
木
の
草
引
き
清
む

　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

つ
ゆ
草
の
あ
い
に
染
み
し
も

間
も
な
く
に
霜
月
近
き
秋
風
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
徳
枝

冷
え
冷
え
と
雨
降
る
庭
に
う
つ
む
き

て
紅
燃
ゆ
る
ダ
リ
ヤ
の
花
は

　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

停
車
せ
し
特
急
電
車
に
乱
れ
舞
う

小
春
日
和
を
赤
と
ん
ぼ
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
桓
　
　
　
コ
メ

幾
重
に
も
連
な
る
山
を
暗
く
し
て

真
白
き
雲
の
ゆ
っ
く
り
と
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

　
　
　
ノ

レ
媚
「
ー
　
，
塒

　
　
ゾ
｝
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
昂
・

　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌘
毎
，
．
逓

加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割
轍
沈
済

　
　
　
　
　
　
　
　
陣
ル
婦
激

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
叫

　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
ー
’
、

　
　
　
　
　
　
　
　
卿
ル
茄
．
乾
，

　
　
　
　
　
　
・
　
　
辮
鴇
ヴ

　
　
　
蘂
　
嗣
　
糖
誌
－
．
的

　
　
　
　
　
　
　
　
v
曝
魯
押
－
、

　
髪
猟
　
　
羅
鵜

　
　
　
，
〃
－
　
　
　
侮
耀
照

〃
　
　
　
”
　
、
／
　
緋
醍
『

」
／
・
、
ー
　
　
　
　
　
鴫
h
瀦
，

劣
，
，
　
　
　
－
／
　
聯
描

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
　
　
　
蟷
　
　
　
1
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
一
　
　
、

　
　
　
　
イ
　
　
』
ー
　
　
　
，
壇
”

　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
ー
，
一

　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
ー
ー
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
声
口

　
　
し
ぶ
み
句
会

鷺
の
群
れ
刈
田
に
遊
ぶ
車
窓
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

乱
れ
萩
こ
ぼ
れ
な
が
ら
も
咲
き
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

脱
穀
の
籾
弾
き
と
ぶ
良
き
稔
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

束
ね
藁
腰
に
稲
刈
る
夫
婦
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

名
月
に
カ
ー
テ
ン
開
け
て
二
人
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

爽
や
か
に
舞
い
終
り
た
る
祝
の
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

秋
祭
琴
弾
く
仲
間
十
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

歩
く
者
吾
一
人
な
り
花
野
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

側
溝
の
網
よ
り
抜
け
て
金
糸
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
て
米
寿
の
祝
い
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

陽
の
落
ち
て
な
ほ
灰
か
な
る
蕎
麦
の

花
　
　
　
　
　
　
　
　
公
鳴

目
印
を
確
認
し
合
ひ
葺
狩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

　
　
蒲
生
排
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
び

マ
ラ
ソ
ン
を
追
い
か
け
芒
靡
ぎ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稗
山

一
斉
に
鴨
翔
ち
上
が
る
隠
れ
沼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
　
　
　
く
り
や

女
衆
の
栗
飯
話
厨
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

草
紅
葉
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
が
飛
ん
で
行

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

　
　
わ
た

草
の
紫
背
に
の
せ
妻
の
夕
仕
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

　
ぐ
　
み

秋
茱
萸
を
揺
ら
し
て
通
る
耕
運
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
く
　
え

籾
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て
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縢
業
バ
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漸
滋
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鑓
藷
雛
科
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開
花
期
は
八
月
末
～
十
月
、
山
麓

の
日
当
た
り
の
良
い
湿
っ
た
草
地
で

み
ら
れ
る
。
茎
の
高
さ
約
三
十
セ
ン

チ
く
ら
い
の
多
年
草
。

　
長
い
柄
の
あ
る
根
生
葉
の
間
か
ら

花
茎
が
数
本
伸
び
、
真
ん
中
に
柄
の

な
い
茎
を
一
枚
だ
け
つ
け
る
。
花
は

茎
の
傾
き
に
一
個
だ
け
つ
き
五
枚
の

花
び
ら
を
持
つ
。

　
和
名
は
、
花
の
形
が
梅
鉢
の
紋
に

似
る
こ
と
か
ら
つ
い
た
。
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　　剛嘆罪欄

　　しん　たろう
高澤慎太郎玩

　　5　歳
松代・たかさわ

蹴
翻

　　　ゆう　き
相澤祐樹玩
　　5　歳
太平・ひょうぜん

鈴木貴也玩
　　5　歳
松代・しんまち

柳　端穂賊
　　5　歳
犬伏・まさきち

　皆様のふれあいの場として、

当営業所のコミュニティホール

を開放いたします。写真、絵画、

書道、工作などの作品展示など

にご利用ください。

囹場所　十日町市宮田町1－5

　東北電力十日町営業所

　コミュニティホール（70m2）

圃開放期間　8年11月～3月の

　土日を除く月1回1週間程度
　　・11月（11～15日）

　　・12月は休み

　　・1月（20日～24日）

　　・2月（17日～21日）

　　・3月（10日～14日）

囹開放期間　AM9：00～PM4：00

囹利用料金　無料

囹お申し込み　東北電力㈱

　十日町営業所お客様センター

　　　　　智0257－52－3107

《税金教室》開催します

　東頸城郡内の皆さんを対象に

「みんなで税に強くなろう」、

「ひとつでも多くの税知識を身

につけよう」を目標に税金教室

を開催します。

　どうぞ、ご近所お誘いのうえ

ご参加ください。

【期日】平成8年11月19日（火》

【時間】PM1：30～　2時間程度

【場所】浦川原村中央公民館

【講師】高田税務所他
【内容】

　くらしと税金、所得税と住民

　税、県・町村からのお知らせ

【問い合わせ】　松代町役場

　企画財政課税務係　智7－2220

　高田税務署、上越財務事務所

【講習会場・期日等】

①新潟市東大通2－2－18

　　　タチバナビル　定員50名

　11月20日㈲　AM9：00～PM5：00

　11月21日（木）　AM9：00～PM4：00

②長岡市住吉3－1－1定員50名

　　　ポリテクセンター新潟

　12月5日（木）　AM9：00～PM5：00

　12月6日（金）　AM9：00～PM4：00

【受講資格】満18歳以上の男女

【受講料】7，000円（教材費は含

みません。消費税は非課税）

【締め切り】定員になり次第

【申込方法】技能講習申込書に

①受講料等（現金または郵便小

為替）②講習終了証送付用の封

筒（受講者の住所・氏名を記入

し80円切手を貼付したもの）添

え、〒950新潟市東万代町1－30

新潟東万代ビル内㈹日本ボイラ

協会新潟支部　智025－245－7535

【その他】技能講習申込書など

詳しいことは、上記の当協会、

新潟支部までお尋ねください。

⊂攣編談会
　補聴器の無料相談会を、次の

とおり開催します。

【日時】11月26日（火》

　　　午後2時～3時30分
【会場】渋海荘　實7－3516

【その他】身体障害者手帳をお

持ちの方は、その手帳と印鑑を

持参してください。

【問い合わせ先】役場住民課

　　社会福祉係　智7－2220

【期問】12月14日～12月15日

【参加対象】小・中学生とその

親100名（定員で締め切り）

【募集】11月14日～11月20日

【会場】新潟県少年自然の家

〒959－26北蒲原郡中条町大字乙

【参加費】1人あたり3，500円

【申し込み】智0254－46－2224

※次回は2月8日～9日を予定

　新潟県ではこの度、大型テレ

ビ番組「でっかいぞ！新潟」

～大交流・世界の仲間たちと～

を企画いたしました。

　キャスターに別所哲也と麻木

久仁子を迎え、夜7時～8時の

ゴールデンタイムに3本放映し

ます。国境を越えて同じ地球に

住む市民として世界との関わり

や交流のあり方について考える

きっかけとなれば幸いです。

【制作放映】T　N　Nテレビ新潟

【構成】

　第一部一11月28日休）新潟～

　　ニューヨーク～ノくンコクを

　　結んでの三元衛星生中継

　　「ここにも新潟がある」

　第二部一12月12日㈲　感動ヒ

　　ューマンドキュメント

　　「ネパールの大地に生きて」

　第三部一1月16日休）ふれあ

　いのビデオレター「21世紀の

　主役　新潟の子供たちは今」

【放映時間】19：00～19：54

【問い合わせ】　新潟県総務部

　広報広聴課　智025－285－5511

　　企画調整係　佐藤　㊥2112

　　広　報　係　高橋　㊨2114
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　国保から社保に保険証の変わ

る人は、早めに届け出をお願い
いたします。

◎国保への届出は14日以内に

こんなとき 持参するもの

国
保
　
に
　
加
　
入

他市区町村から転

入してきたとき

印かん、転出証明

書

他の健康保険を脱

退したとき

印かん、健保の離

脱証明書

生活保護を受けな

くなったとき

印かん、保護廃止

決定通知書

子どもが生まれた

とき

印かん、保険証、

母子健康手帳

国
保
　
を
　
脱
退

他市区町村へ転出

したとき
印かん、保険証

他の健康保険に加

入したとき

印かん、国保と健

保の保険証

生活保護を受ける

ことになったとき

印かん、保険証、保

護開始決定通知書

死亡したとき
印かん、保険証、死

亡を証明するもの

そ
　
の
　
他

㊥修学のため、子

どもが他の市区町

村に下宿するとき

印かん、保険証、

在学証明書

㊥長期旅行などで

別個の保険証がほ

しいとき

印かん、保険証

平成9年度の

自衛隊生徒
募集！

《受験資格》中卒（見込み）

　　　　　　17歳未満の男子

《試験日》平成9年1月5日（日）

《就学年限》4年　卒業時には、

　　3等陸・海・空曹に昇任
《申し込み・問い合わせ》

平成9年1月4日までに

　　自衛隊高田募集事務所へ

　　　　　智0255－23－5519

15

　中国帰国者のための

身元引受人の募集

　厚生省では、日本に永住帰国

する中国残留邦人（中国残留孤

児及び中国残留婦人等）とその

家族の身元を在日親族に代わっ

て引き受け、帰国後の定着自立

に必要な相談・助言を行ってい

ただく身元引受人を募集してい
ます。

　帰国者世帯の置かれている立・

場と、今後日本社会で自立して

いくうえでの苦労をご理解いた

だき、一人でも多くの方から身

元引受人に応募していただけま

すようお願いします。

　なお、身元引受人の資格、期

間等は次のとおりです。

《資格》中国残留邦人のうち、

身元未判明孤児及び近親の在日

親族がいないなどの特別の事情

により帰国できない特別事情残

留邦人世帯構成員及び肉親の置

かれている立場に理解を有し、

特別事情残留邦人世帯が帰国し

た場合、日本社会に早期に定着

するための指導に熱意をもって

あたることができること。

《身元引受け期間》

　中国帰国者定着促進センター

を退所した日から3年以内。定

着促進センターに入所しない場

合は、帰国した日から3年以内。
《手当》

月額23，000円（平成8年度）

《お問い合わせ》

〒950－70新潟市新光町4－1
　新潟県福祉保健部

　福祉保健課援護恩給室

　智025－285－5511（内線2632）

〒100－45千代田区霞が関1－2－2

　厚生省社会援護局援護企画課

　中国孤児等対策室

智03－3503－1711（内3464・3468）

　障害者の訓練生

　　　入校案内
　国立宮城

　　障害者職業能力開発校

【応募資格】　◆義務教育修了者

又はこれと同等以上の学力の方

◆障害の程度は、職業訓練に耐

え、技能・技術を習得できる方

【募集科目及び定員】

・電子機器科10名・印刷科30名

・服飾ビジネス科10名

・OA情報科15名・OA経理科20名

・商業デザイン科20名

・縫製実務科、製本紙工科及び

　福祉器機科は各10名

【訓練期間】　平成9年4月から

　平成10年3月までの1年間
（O　A情報科、福祉器機科は2年）

【選考方法】

作文、面接及び適性検査による

【願書提出先】上越公共職安所

【選考日及び願書受付期間】

第1回選考日12月2日又は3日
第1回の願書受付期間

　　　10月1日（幻～11月15日㈹

第2回選考日2月26日又は27日

第2回の願書受付期間

　　　1月6日（月）～2月12日㈱

第3回選考日

　2月3日から2月28日の一日
第3回の願書受付期間

　　　12月16日（月）～1月24日働

【選考場所】

〒981仙台市青葉区台原5－15－1

国立宮城障害者職業能力開発校

　　　　　ao22－233－3124
【特典】　入校指示を受けた方は

①月約11万円の訓練手当を支給

②雇用保険を受けている方は、

訓練期間中も引き続き延長支給

◆授業料は無料です。◆修了時

は公共職業安定所において就職

を斡旋します。◆通行困難な方

のために寮が完備されています。
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四
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『
ラ
ム
タ
ラ
』
が
日
本
に
や
っ
て

来
ま
し
た
。
ラ
ム
と
タ
ラ
の
子
供
？

キ
ム
タ
ク
の
兄
弟
？
　
で
は
あ
り
ま

佐藤秀行さん
（室野・いいづかや）

せ
ん
。
昨
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
競
馬

の
常
識
を
く
つ
が
え
し
た
と
ん
で
も

な
い
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
な
の
で
す
。
そ

の
額
4
4
億
円
強
と
い
い
ま
す
か
ら
、

町
の
予
算
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
。
た

か
だ
か
一
頭
の
馬
に
、
そ
れ
ほ
ど
夢

を
託
せ
る
関
係
者
も
立
派
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
「
全
然
思
わ
ん
」
と
い
う

方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…
。

　
と
こ
ろ
で
、
夢
と
い
う
と
バ
ク
が

食
べ
る
方
し
か
持
ち
合
わ
せ
な
い
私

で
す
が
、
先
月
の
選
挙
用
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
を
見
て
印
象
に
残
る
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
国
民
が
夢
を

も
て
る
よ
う
な
国
に
し
た
い
と
い
う

も
の
で
し
た
。
消
費
税
や
行
政
改
革

の
問
題
に
比
べ
は
る
か
に
難
問
だ
と

思
う
け
れ
ど
、
ぜ
ひ
努
力
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
い
じ
め
や
オ
ウ
ム
と

い
っ
た
暗
い
話
題
も
、
夢
や
希
望
の

も
て
な
い
時
代
の
産
物
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
東
京
に
い
た
頃
の
こ

と
で
す
が
、
飲
ん
で
帰
る
電
車
の
中

に
は
、
で
か
い
カ
バ
ン
を
も
っ
て
夜

遅
く
塾
か
ら
帰
る
小
学
生
を
多
く
見

か
け
ま
し
た
。
今
の
時
代
、
そ
れ
が

常
識
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何

だ
か
複
雑
な
気
分
に
な
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　
物
か
ら
こ
こ
ろ
の
時
代
へ
…
、
と

い
わ
れ
て
久
し
い
。
ラ
ム
タ
ラ
の
子

供
た
ち
が
走
る
二
十
一
世
紀
、
何
よ

り
本
来
の
こ
こ
ろ
の
時
代
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
雨
の
冷
た
さ
も
増
し
、
風
も
冬
の

到
来
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
寒
い
日
に

は
、
熱
燗
と
麻
婆
豆
腐
な
ど
よ
ろ
し

い
か
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、
風
邪
な

ど
ひ
か
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
に
…
…
。

　男　2，343人　　（一5人）

　女2，412人（一3人）
　計4，755人（一8人）
世帯数1，481世帯（＋1世帯）

　出生2人　　死亡5人
　転入6人　　転出11人
　　　　（8年10月末日現在）

一人ロの動き一

國
園
圏
圃

▼
ま
た
た
く
ま
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ

た
実
り
の
秋
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過

ご
し
に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
パ
ラ

パ
ラ
と
日
記
を
め
く
る
と
、
十
月
が
い

か
に
忙
し
か
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

駅
伝
、
ロ
・
マ
ン
2
4
、
キ
ノ
コ
と
り
、

い
ろ
ん
な
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

そ
う
！
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
同
日
と

な
っ
た
県
知
事
選
と
衆
議
院
総
選
挙
、

四
枚
の
投
票
用
紙
に
さ
ぞ
面
食
ら
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
▼
昨
年
か
ら
五
年
日

記
に
挑
戦
。
十
五
年
間
続
い
た
一
日
二

行
の
日
記
も
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
別
の
こ
と
を
書
く
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
が
、
忙
し
く
な
る
と
そ
れ
も
…
。

▼
過
去
か
ら
未
来
に
送
る
こ
と
の
で
き

る
『
た
っ
た
ひ
と
つ
の
贈
り
物
』
こ
れ

か
ら
も
日
記
だ
け
は
欠
か
さ
ぬ
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
十
五
年

前
の
今
ご
ろ
は
何
し
て
た
の
か
な
？
そ

う
い
え
ば
冬
支
度
も
急
が
な
け
れ
ば
…
。

16

圃翻勘團回
（9月26日～10月25日受付）

　げんきな良い子に（出生）

　　　すず　か
蝦名　涼香ち・ん浩一・美奈さん

　　（女の子・室野・中通住宅〉
　　　　そら柳　　　空ち・ん幸伸・志津子さん

　　（女の子・松代・みどりや〉
　　な　　き　さ
石見菜稀沙ち・ん昌弘・美和子さん

　　（女の子・松代・東北電力〉

　ご冥福を祈ります（死亡）

関谷　テル㌦　　　68歳

　　　　　　　　（菅刈・はば）

柳　仙太郎曳　　　68歳

　　　　　　（苧島・もとえん）

市川賀長治哉　　　78歳

　　　　　　　　（田澤・そで）

関谷　秀夫哉　　　83歳

　　　　　　（室野・友左工門〉

　　Oこわず
　かりょうてんせい

＊画龍点晴

　龍を描いて、最後に目を入れ

たところ壁に描いたその龍がた

ちまち昇天したという故事から、

ものごとの重要部分となるとこ

ろ、最後の仕上げのこと。なお

一般には「画龍点晴を欠く」と

使われ、これは全体としてよく

できてはいるが、一箇所不十分

なところがあるという意味。

　てんもうかいかい　そ　　　　　　　　も

＊天網恢恢疎にして漏らさず

　天の定めた法は厳密でなく、

ともすれば悪事をはたらいたも

のなど見逃しそうだが、実際は、

どんなささいな罪を犯したもの

でもしっか呼）と見ており、罪を

下すということ。

も
も
転
き
轟
き

旨
並
岬

判
潟
o
o
抽
＝
迦
窃
皿

（
甫
並
一
回
謙
串
）

■
凝
心
＼
鼓
冷
員
薄
舶
霧
麟
期

■
』
”
㊤
お
－
一
㎝
輩
畿
海
渇
燭
銘
鶉
弾
冷
曙
一
汁
柵
首
冷
認
認
蹄
誉
一

　
　
　
噛
O
N
韻
O
（
刈
）
認
N
O
　
開
＞
図
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N
緕
O
（
刈
）
N
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